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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期

第２四半期累計期間
第20期

第２四半期累計期間
第19期

会計期間
自2017年４月１日
至2017年９月30日

自2018年４月１日
至2018年９月30日

自2017年４月１日
至2018年３月31日

売上高 （千円） 4,043,713 3,707,789 8,659,451

経常利益 （千円） 214,774 6,032 372,400

四半期（当期）純利益又は四半期純損失
（△）

（千円） 146,816 △1,341 257,601

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 154,880 154,880 154,880

発行済株式総数 （株） 1,000,000 2,000,000 2,000,000

純資産額 （千円） 2,204,623 2,233,988 2,295,322

総資産額 （千円） 3,591,427 4,636,499 4,229,812

１株当たり四半期（当期）純利益又は１
株当たり四半期純損失（△）

（円） 73.42 △0.67 128.81

潜在株式調整後１株当たり四半期（当
期）純利益

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 20.00 － 50.00

自己資本比率 （％） 61.4 48.2 54.3

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △143,702 △109,749 △18,509

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △23,335 △1,569 △66,731

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 81,274 398,748 518,054

現金及び現金同等物の四半期末（期末）
残高

（千円） 913,282 1,719,289 1,431,859

 

回次
第19期

第２四半期会計期間
第20期

第２四半期会計期間

会計期間
自2017年７月１日
至2017年９月30日

自2018年７月１日
至2018年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 54.68 19.77

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

５．当社は、2018年１月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当

該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

また、第19期の１株当たり配当額については、当該株式分割を行う前の中間配当額20.00円（株式分割後で

は10.00円）と株式分割後の期末配当額30.00円（株式分割を考慮しない場合は60.00円）を合計したもので

あります（株式分割を考慮しない場合の年間配当額は80.00円であります）。

 

２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社に関する異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、個人消費の持ち直しや企業収益の改善、雇用・所得環境の改善等

により、緩やかに回復しております。先行きにつきましても、緩やかな回復が続くことが期待されますが、通商問

題の動向が世界経済に与える影響や、海外経済の不確実性、金融資本市場の変動の影響に留意が必要な状況となっ

ております。

当社の属する住宅業界におきましては、首都圏を中心に分譲マンション価格が高止まりする中、戸建て住宅は比

較的割安に購入可能であり、住宅取得支援施策や住宅ローンの低金利水準継続も相まって、需要は継続的に推移し

ました。一方で、首都圏における戸建て用地取得や戸建て住宅販売は競争環境が厳しさを増してきており、建設需

要の増加による建築コストへの影響も相まって、依然として厳しい経営環境が続くものと思われます。

このような状況のもと、当社は地域に密着した営業活動による良質な戸建用地の取得を継続し、自社設計・自社

施工管理による高品質でリーズナブルな住宅の供給をミッションに、当社の事業エリアである東京神奈川圏（神奈

川県横浜市・川崎市、東京23区）において活動エリアの深耕と拡充を推進しました。

分譲住宅事業においては、販売価格の上昇傾向や市場在庫の増加等によりエンドユーザーの選別眼が厳しくなる

等、競争環境の変化により、引渡棟数は前年同四半期比10棟減となり、売上高も減少いたしました。注文住宅事業

においては、引渡棟数は前年同四半期比４棟増となったものの、前期より工事進行基準を適用したことにより、売

上高は減少いたしました。

損益面では、分譲住宅事業における値引き販売による利益率の悪化が、利益減少要因となりました。また、人件

費や減価償却費の増加等により、販売費及び一般管理費率も上昇しました。

これらの結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高3,707,789千円（前年同四半期比8.3％減）、営業利

益21,965千円（同89.8％減）、経常利益6,032千円（同97.2％減）、四半期純損失1,341千円（前年同四半期は四半

期純利益146,816千円）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①　分譲住宅事業

分譲住宅事業につきましては、当社の主要展開エリアである横浜・川崎エリアにおける新築小規模戸建て分譲

住宅市場においては、分譲用地取得競争が厳しさを増し、地価上昇や建築コストの増加等により販売価格が上

昇、供給戸数が減少した一方、完成在庫が増加しエンドユーザーの選択肢が増加・選別眼が厳しくなる等の傾向

が見られました。

当社の分譲住宅事業におきましては、土地仕入決済から顧客への引渡（売上計上）までの期間が約６ヵ月であ

り、前期に計画・土地仕入した物件に関して、当初見込価格での販売が出来ず、完成在庫の早期販売及びたな卸

資産回転率の維持を目的とした値引き販売により、利益率が前年同四半期比3.0pt下落しました。

この結果、売上高は2,970,829千円（前年同四半期比13.1％減）、営業利益は236,951千円（同36.9％減）とな

りました。

 

②　注文住宅事業

注文住宅事業につきましては、営業人員の増加や広告宣伝の強化、2017年11月に開設した常設展示場の効果も

あり、受注棟数は前年同四半期比９棟増の37棟、引渡棟数は同４棟増の27棟となりました。一方、前期より工事

進行基準を適用したことによる影響もあり、減収となりました。また、営業人員の積極採用による人件費の増加

や、展示場出展による減価償却費の増加等が利益減少要因となりました。

この結果、売上高は614,248千円（前年同四半期比1.4％減）、営業損失は23,613千円（前年同四半期は営業利

益15,425千円）となりました。

 

③　その他事業

その他の事業につきましては、京都エリアにおいて、マンション（区分所有）におけるリノベーション物件５

戸の販売により売上・利益ともに増加要因となりました。一方、既存住宅のリフォーム等が利益減少要因とな

り、売上高は122,710千円（前年同四半期は売上高1,985千円）、営業損失は1,425千円（前年同四半期は営業損

失1,114千円）となりました。
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セグメントの名称 売上高（千円） （前年同四半期比） 引渡棟数 （前年同四半期）

分譲住宅事業 2,970,829 （△13.1％） 85 （95）

［うち土地分譲］ ［127,192］ ［△34.0％］ ［4］ ［4］

注文住宅事業 614,248 （△1.4％） 27 （23）

その他 122,710 （－） 5 （－）

合計 3,707,789 （△8.3％） 117 （118）

 

また、当第２四半期会計期間における財政状態の状況は次のとおりであります。

（資産）

当第２四半期会計期間末における流動資産は4,324,913千円となり、前事業年度末に比べて426,151千円増加し

ました。これは主にたな卸資産が116,239千円増加したことや現金及び預金が287,429千円増加したことによるも

のであります。

固定資産は311,585千円となり、前事業年度末に比べて19,464千円減少しました。

この結果、総資産は4,636,499千円となり、前事業年度末に比べて406,686千円増加しました。

 

（負債）

当第２四半期会計期間末における流動負債は2,107,100千円となり、前事業年度末に比べて258,884千円増加し

ました。これは主に、短期借入金が191,500千円増加、社債の発行により１年内償還予定の社債が60,000千円増

加、前受金が98,937千円増加した一方、買掛金が44,659千円減少、法人税等の支払いにより未払法人税等が

32,548千円減少したことによるものです。

固定負債は295,411千円となり、前事業年度末に比べて209,136千円増加しました。これは主に、社債の発行に

より210,000千円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は2,402,511千円となり、前事業年度末に比べて468,020千円増加しました。

 

（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産合計は2,233,988千円となり、前事業年度末に比べて61,333千円減少

しました。この結果、自己資本比率は48.2％（前事業年度末は54.3％）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動により109,749千円

を使用、投資活動により1,569千円を使用しましたが、財務活動により398,748千円を獲得したことにより、当第２

四半期会計期間末には1,719,289千円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、109,749千円（前年同四半期は143,702千円の使用）となりました。これは主

に、たな卸資産の増加116,239千円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、1,569千円（前年同四半期は23,335千円の使用）となりました。これは主

に、有形固定資産の取得による支出2,039千円であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果獲得した資金は、398,748千円（前年同四半期は81,274千円の獲得）となりました。これは主

に、短期借入れによる収入1,256,000千円、社債の発行による収入300,000千円があった一方で、短期借入金の返

済による支出1,064,500千円、配当金の支払による支出59,981千円があったことによるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,200,000

計 7,200,000

 

②　【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2018年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2018年11月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,000,000 2,000,000
東京証券取引所
（マザーズ市場）

単元株式数
100株

計 2,000,000 2,000,000 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

①　【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②　【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2018年７月１日～
2018年９月30日

－ 2,000,000 － 154,880 － 104,880
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(5) 【大株主の状況】

  2018年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

奥本　健二 神奈川県横浜市港北区 1,400,000 70.01

フォーライフ従業員持株会
神奈川県横浜市港北区大倉山一丁目14番

11号
49,800 2.49

嶋田　文吾 東京都目黒区 30,400 1.52

平田　由世 青森県青森市 17,000 0.85

津徳　和昭 山口県山口市 16,400 0.82

玉木　三千彦 東京都立川市 11,400 0.57

秋山　秀健 東京都港区 10,900 0.55

岩井コスモ証券株式会社 大阪府大阪市中央区今橋一丁目８番12号 10,300 0.52

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木一丁目６番１号 10,100 0.51

中村　仁 神奈川県鎌倉市 9,571 0.48

高橋　効志 神奈川県横浜市中区 9,571 0.48

計 － 1,575,442 78.78
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(6) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

2018年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式       200 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式 1,999,200 19,992

完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式
であります。なお、単元株
式数は100株であります。

単元未満株式  普通株式       600 － －

発行済株式総数           2,000,000 － －

総株主の議決権 － 19,992 －
 
 

②　【自己株式等】

2018年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

フォーライフ株式会社
神奈川県横浜市港北
区大倉山一丁目14番
11号

200 － 200 0.01

計 － 200 － 200 0.01

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2018年７月１日から2018年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、

有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社が存在しないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2018年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2018年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,531,859 1,819,289

完成工事未収入金 54,937 82,090

販売用不動産 339,952 579,165

仕掛販売用不動産 1,892,031 1,769,058

その他 79,982 75,310

流動資産合計 3,898,762 4,324,913

固定資産   

有形固定資産 264,059 250,920

無形固定資産 9,473 7,872

投資その他の資産 57,517 52,792

固定資産合計 331,050 311,585

資産合計 4,229,812 4,636,499

負債の部   

流動負債   

買掛金 349,640 304,980

短期借入金 1,176,500 1,368,000

1年内償還予定の社債 60,000 120,000

1年内返済予定の長期借入金 1,500 －

未払法人税等 40,213 7,664

前受金 95,312 194,250

賞与引当金 64,317 57,167

その他 60,732 55,037

流動負債合計 1,848,215 2,107,100

固定負債   

社債 80,000 290,000

その他 6,275 5,411

固定負債合計 86,275 295,411

負債合計 1,934,490 2,402,511

純資産の部   

株主資本   

資本金 154,880 154,880

資本剰余金 104,880 104,880

利益剰余金 2,036,105 1,974,771

自己株式 △543 △543

株主資本合計 2,295,322 2,233,988

純資産合計 2,295,322 2,233,988

負債純資産合計 4,229,812 4,636,499
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

売上高 4,043,713 3,707,789

売上原価 3,466,778 3,282,141

売上総利益 576,935 425,647

販売費及び一般管理費   

販売手数料 119,108 106,276

役員報酬 50,320 57,166

給料手当及び賞与 53,511 68,840

賞与引当金繰入額 17,958 25,893

その他 120,918 145,505

販売費及び一般管理費合計 361,816 403,681

営業利益 215,119 21,965

営業外収益   

受取補償金 4,350 277

受取家賃 663 663

解約手付金収入 1,000 －

その他 465 134

営業外収益合計 6,478 1,075

営業外費用   

支払利息 6,323 11,092

社債発行費 － 5,199

その他 500 715

営業外費用合計 6,823 17,007

経常利益 214,774 6,032

税引前四半期純利益 214,774 6,032

法人税、住民税及び事業税 68,383 4,110

法人税等調整額 △425 3,263

法人税等合計 67,958 7,374

四半期純利益又は四半期純損失（△） 146,816 △1,341
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 214,774 6,032

減価償却費 7,183 16,778

賞与引当金の増減額（△は減少） － △7,150

退職給付引当金の増減額（△は減少） － 422

受取利息及び受取配当金 △4 △5

支払利息 6,323 11,092

売上債権の増減額（△は増加） △162,084 △27,153

たな卸資産の増減額（△は増加） △73,153 △116,239

仕入債務の増減額（△は減少） 26,081 △41,041

前受金の増減額（△は減少） △20,496 98,937

その他の流動資産の増減額（△は増加） △9,068 864

その他の流動負債の増減額（△は減少） △9,122 △2,159

その他 172 991

小計 △19,393 △58,630

利息及び配当金の受取額 4 5

利息の支払額 △5,102 △10,904

法人税等の支払額 △119,211 △40,220

営業活動によるキャッシュ・フロー △143,702 △109,749

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △8,945 △2,039

無形固定資産の取得による支出 △2,325  

敷金及び保証金の差入による支出 △12,044 △449

敷金及び保証金の回収による収入 334 479

その他 △354 440

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,335 △1,569

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 710,000 1,256,000

短期借入金の返済による支出 △530,000 △1,064,500

長期借入金の返済による支出 △7,500 △1,500

社債の償還による支出 △30,000 △30,000

社債の発行による収入 － 300,000

リース債務の返済による支出 △887 △1,269

自己株式の取得による支出 △339  

配当金の支払額 △59,998 △59,981

財務活動によるキャッシュ・フロー 81,274 398,748

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △85,763 287,429

現金及び現金同等物の期首残高 999,045 1,431,859

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 913,282 ※ 1,719,289
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期会計

期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
前第２四半期累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年９月30日）

現金及び預金勘定 1,013,282千円 1,819,289千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △100,000 △100,000

現金及び現金同等物 913,282 1,719,289

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月27日
定時株主総会

普通株式 59,998 60 2017年３月31日 2017年６月28日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年11月９日
取締役会

普通株式 19,997 20 2017年９月30日 2017年12月11日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月23日
定時株主総会

普通株式 59,992 30 2018年３月31日 2018年６月25日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

（金融商品関係）

該当事項はありません。

 

（有価証券関係）

該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期損益
計算書計上額
（注）３ 

分譲住宅
事業

注文住宅
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 3,418,759 622,968 4,041,728 1,985 － 4,043,713

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 3,418,759 622,968 4,041,728 1,985 － 4,043,713

セグメント利益又は損失（△） 375,623 15,425 391,049 △1,114 △174,815 215,119

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、既存顧客による少額工事

等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各セグメントに帰属しない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）の額は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期損益
計算書計上額
（注）３ 

分譲住宅
事業

注文住宅
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 2,970,829 614,248 3,585,078 122,710 － 3,707,789

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 2,970,829 614,248 3,585,078 122,710 － 3,707,789

セグメント利益又は損失（△） 236,951 △23,613 213,337 △1,425 △189,946 21,965

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、既存顧客による少額工事

等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各セグメントに帰属しない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）の額は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間
（自2017年４月１日
至2017年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自2018年４月１日
至2018年９月30日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純
損失（△）

73円42銭 △0円67銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 146,816 △1,341

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）（千円）

146,816 △1,341

普通株式の期中平均株式数（株） 1,999,810 1,999,741

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．当社は、2018年１月１日に普通株式１株につき２株の株式分割を行っておりますが、前事業年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定し１株当たり四半期純利益を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2018年11月８日

フォーライフ株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 芝田　雅也　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 竹田　裕　　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフォーライフ株

式会社の2018年４月１日から2019年３月31日までの第20期事業年度の第２四半期会計期間（2018年７月１日から2018年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、フォーライフ株式会社の2018年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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